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集落営農法人の設立とその育成 

平成２４年度 普及活動検討会 報告課題名 
 

１ プロジェクト課題の設定 

管内農業の現状は、 
  人  →農家の減少・担い手の高齢化 
  農地→耕地面積の減少・耕作放棄地の増加 
  物→農業生産力の低下 
  地域→活力の減退 
 
 
こうした状況を打開するためには、 
  ①集落等を単位とした「集落営農法人」を設立 
  ②集落の農地は法人で維持 
  ③法人は集積した農地を最大限利用 
  ④法人を核に農業生産力の向上（経営安定・産地育成） 
  ⑤法人が雇用の場を創出し、農業を地域産業の核 
とすることが最も重要かつ効果的と考えた。 
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２ 平成２３～２４年度のプロジェクト課題 

（１）プロジェクト課題 

    「担い手（主に集落営農法人）の育成とその担い手を 

    核とした産地づくり」 

（２）計画策定  ４地域ごとに作成 

（３）活動体制  ４地域ごとに活動 

 
地域名 地域の状況 Ｈ２２年までの活動状況 

山口南部 大規模ほ場整備が進み土地利用型農
業が主体。大規模個人農家が混在。 

１７法人を設立済み。 
法人経営の複合化を推進。 

山口北部 仁保・小鯖地域はほ場整備がほぼ終了。 
 

特団８団体を設立済み。（設立
済の法人は２法人） 

山口阿東 稲作に特化。ほ場整備率は約９４％。 
 

８法人を設立済み。 

防府徳地 防府市西部に大規模ほ場整備が進展
中。旧徳地町のほ場整備率約３５％。 

西部と旧徳地町を中心に法人
化を推進。 

３ 目標の設定 

○法人化の可能性と進行管理の観点から数値目標を設定 
 

     集落営農法人の設立数 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

     ※集落営農法人へ概ね２０％の農地を集積することを想定        

     ※Ｈ２４年目標数は農林水産部方針のもとに上方修正後の数値  

  

Ｈ１９年 Ｈ２２年 Ｈ２３年 Ｈ２４年 

地域名 基準 実績 目標 目標 

山口南部 ９ １７ １８ ２０ 

山口北部 １ ２ ５ １０ 

山口阿東 ４ ８ １０ １６ 

防府徳地 ３ ３ ５ ８ 

管内合計 １７ ３０ ３８ ５４ 
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４ 平成２３～２４年度の活動実績 

（１）指導対象組織数 

    年度当初に可能性のある組織等をピックアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

     タイプ①特団等これまで継続して指導してきた組織 

     タイプ②平成１８年以降断片的に指導に係った組織 

     タイプ③未開拓集落・組織へ事業等を新たに仕掛けた組織 

新規設立 Ｈ２３年 Ｈ２４年 

地域名 目標数 対象組織 対象組織 

山口南部 ３ ４ ５ 

山口北部 ８ ９ ８ 

山口阿東 ８ １６ ９ 

防府徳地 ５ ６ １０ 

管内合計 ２４ ３５ ３２ 

（２） 活動方法と進行管理 

○活動方法 

   ①対象組織ごとに主担当者と副担当者を配置 

   ②担当者で年度内設立に向けた活動計画を策定 

   ③活動計画に基づく活動を展開 

   ④関係機関を交えて法人化へ向けた打ち合わせを実施 

 

○進行管理 

   ①主担当者は毎月の活動記録や課題等を担い手支援課長へ報告 

   ②報告内容を１ペーパーにまとめ企画会議や全員会議で問題点の抽 

     出や対応策等を検討し、設立に関する方策や状況等を共有    

   ③法人設立が不可能と判断した組織は対象から落とす 

   ④法人化の可能性のある組織等を随時ピックアップ 

   ⑤法人化の可能性のある組織へ指導を集中 
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○法人設立に関する重要なポイント（目標達成要因） 

【指導機関】 

 ①マネジメントサイクルの活用（対象と目標の明確化） 

 ②地域情報をこまめに収集・分析（関係機関との協力体制） 

 ③集落リーダーを含む取りまとめ役を育成 

 ④担当者が組織・集落に受け入れられること 
 

【組織・集落】 

 ①リーダーを含む取りまとめ役が複数名必要 

 ②反対者は排除せず取りまとめ役を介して個別に説明 

 ③世帯主だけでなく全員が話合いに参加し情報等を共有 

 ④女性の能力を最大限活用・発揮 

 ⑤全戸参加が目標だが不参加者が出ることもやむを得ず 

（３）活動成果（その１） 

○数値目標に対する成果 

    ２５法人を設立 （目標プラス１） 
 

 
新規設立 Ｈ２３年 Ｈ２４年 ２年間の 

地域名 目標数 設立実績 設立実績 設立数 

山口南部 ３ ２ ４ ６ 

山口北部 ８ １ ５ ６ 

山口阿東 ８ ４ ７ １１ 

防府徳地 ５ １ １ ２ 

管内合計 ２４ ８ １７ ２５ 
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（３）活動成果（その２） 

○法人が集積した農地は １，７６０ｈａ 

   農地集積率は２１％  

○法人の経営面積は ２，０６８ｈａ 

   土地利用率は１１８％   
 

 

                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２３ Ｈ２４ 

農地集積面積 １，３３２ｈａ １，７６０ｈａ 

    集積率  １５．０％  ２１．０％ 

経営面積 １，５４５ｈａ ２，０６８ｈａ 

    利用率  １１６％  １１８％ 

（３）活動成果（その３） 

   ○法人の営農類型  

    

    

    

    

 

 

   

 

 

 

 

Ｈ２１年 Ｈ２４年 

水稲のみ １ １１ 

水稲＋麦・大豆 １５ １８ 

水稲＋野菜 ０ ２ 

水稲＋麦・大豆＋野菜 １１ ２２ 

その他 ０ ２ 

合  計 ２７ ５５ 
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５ 今後の取組方向 

（１）活動方針 

  ①集落営農法人の新規設立（２０法人） 

  ②集落営農法人への農地集積（概ね４０％） 

  ③法人を核とした産地づくり（法人経営の複合化） 

  ④法人の多角経営化 

  ⑤法人を核とした就労の場づくり 

     （法人就業者並びに後継者の確保） 

  ⑥法人間連携 

  ⑦法人を核とした農村社会の再生・活性化 

（２）活動期間 

    平成２５～２８年度 （４年間） 
  

Ｋｋｋ集落 

法人設立事例 

山口市阿東地域   
      （農）Ｓ会 

 
Ｓ集落 
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 Ｋ集落（山口市阿東徳佐） 

○戸数３１戸  男性２０人 女性 ３３人  計５３人 

（６０歳以上 男性90％ 女性８２％） 

○農家戸数１５戸  土地持ち非農家１４戸 

○農地面積２７．６ha（2010年センサス） 

○中山間直支：Ｋ協定（単独集落協定） 

 
 

Ｋ 

自 

治 

会 
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営
農
組
合
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事
組
合 

コ
ン
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イ
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共
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組
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用
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任
意
組
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Ｓ
会
（男
性
11
人
） 

 任意組織 Ｓ会の概要 

○設立日  

○設立のきっかけ 

平成１９年４月１日 

集落内の高齢農家が「農地を管理してほしい」と現代表に依
頼。現代表は一人では管理が出来ないので集落内の若い者
に声をかけ、１１人で会を結成。 

○活動状況 

①集落内で管理できなくなった農地を会員が共同管理 
②共同育苗（１，５００枚） 
③H23年度は共同作業でたまねぎ栽培実施 
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集落が動き始めたきっかけ（法人設立に向け動き出したきっかけ） 
H23年度  たまねぎ栽培の 
        推進と技術指導 

○Ｓ会と信頼関係
できる 

○集落内に様々な資
源があることがわかる。
守りたい意識が強いこ
とも把握 ◎H２４年５月24日  

Ｓ会に棚田保全活動支援事業を提案。（実
施することで決定） 

H２４年５月28日  
Ｓ会男性で集落点検を実施。女性は意見交換から参加。 

「こういう集落にしたい」という思いがまとまる  
女性は葬儀しかあつまる機会がないので何かしたい意向あり。 

Ｓ会の法人組織化を提案 
（５月２９日） 

定期的な女性集会を提案 
  （５月２８日） 

集落を見つめ直すきかっけとなる 

集落点検でまとまった意見 

○男性 

〈当面〉 

〈次の目標〉 

・登山者や集落来訪者の駐車場が必要 
・草刈がやりやすいよう水路一部の補修が必要 
・史跡周辺（生木地蔵周辺）の環境整備が必要 

・集落内の荒廃した沢わさび田を復活させたい 
・集落内の史跡や多くの資源をＰＲしたい 
 (集落に多くの人が来るようにしたい） 
・集落内の農産物を有利販売したい 
〈最終目標〉 

・他出している後継者に集落へ目を向けさせたい 

○女性 

・葬儀しか女性が集まる機会がなくなった。今回の 
 ようなことは楽しい。 
・今後も女性のみで集まり、家庭料理や加工品の 
 意見交換がしたい 

棚田保全活動支
援事業で整備支
援 

女性活動の支援 

集落内組織の体
制強化支援 
     （法人化） 
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活動の進め方（３つの支援を同時に進行） 

法人設立 
支援 

（女性活動支援） 
 夢の実現に向けた活動 
（棚田保全活動支援事業の支援） 

連動 

○山口農林事務所内３部連携による支援 
（農業部、企画振興室、農村整備部） 

○関係機関との連携支援 
（阿東農林振興事務所、ＪＡ山口中央、山口市中山間推進室） 

 →農林事務所内では情報の共有化、推進方向の検討等を 
   随時実施 
 

支援 支援 

集落を見つめ直す活動 

法人設立に向けた支援活動内容 

合意形成と設立する法人内容の検討支援（６月～８月） 

○研修会の開催（１回） 

 集落点検活動で出された意見から「Ｋの恵みの維持と新たな恵みづくり」を
テーマーにし、説明を実施 

○協議支援 

 ・協議スケジュールを提示し設立月の目標を設定 
 ・法人体制等の内容協議支援（３役との事前協議 ４回、全体協議 ５回） 
 ・設立する法人の理念、当初目標の設定支援（ＫＪ法） 
 設立総会開催に向けた支援（10月～11月） 

 ・設立総会開催に向けた資料作成の指導（３役との協議６回） 
 ・農用地利用改善団体設立支援 
 ・農用地利用集積手続きの準備支援 
 

平成24年１２月９日設立総会 

設立登記及び届出関係の支援（１２月～1月） 

 ・理事３役への指導（４回） 
 平成25年１月８日設立登記 
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農事組合法人 Ｓ会 

設立総会 Ｈ２４年12月９日 設立登記 Ｈ２５年１月８日 

○組合員 ２１人（男性１１人 女性１０人） 

○経営面積  約１５．７ha 

○経営内容  水稲（H25産から営農開始） 

○役員体制 理事１２人（男性９人、女性３人）、監事（男性２人） 

代表理事 

副代表理事 

総
務
会
計
部 

機 

械 

部 

営 

農 

部 

女 

性 
部 

Ｓ会 

法人理念 

Ｋの美しい自然と農地を守る 

法人サブ理念 

○後継者確保が行いやすい体制づくり 
○お互いが助けあう絆づくり 
○将来も現役で活躍する意識づくり 

当面の実践目標 

○水稲の乾燥調製作業を集落内で実施する 
○水稲経営にわさびを加えた経営の検討と実践 
○集落共有わさび田の有効利用 
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集落を見つめ直し、夢をつくる活動（女性活動支援） 

・棚田保全活動支援事業に必要な集落ビジョンづくり、集落点検マップ  
 づくり四季の暦づくりを女性に担ってもらう←代表が定期的に女性に集 
                             まってもらいやすくするた 
                             め方向を示す 

◎女性による集落点検活動 
  女性（住民）自身が人の点検(10月12日）、資源の点検（10月 
  31日）を実施し、まとめる。（集落を見つめ直すきっかけとする） 

※資源の点検は、「５月に男性が行ったこ
とがしたい」と意見があり実施（男性数名
が現地案内を行うとともに、集落の長老
から「いわれ」や「歴史」も説明してもらう） 

【参加した女性の意見】 
・嫁いできてこんないい場所があることを 
 初めて知った。ＰＲしたい。 

Ｋ 



12 

集落を見つめ直し、夢をつくる活動 
（女性活動支援） 
○意見交換会 

Ｓ会男性が共同作業（草刈）を行う日に昼食づく
りを行いながら意見交換（２回開催）。 
 また、作った料理を作業を行った男性と食べな
がら集落のことを意見交換。 

10月からＳ会男性の共同作業がなくなる。 
→棚田保全活動支援事業の作業日、棚田保全
協議会、法人設立総会の昼食づくりで女性が集
まり、意見交換。 

（棚田保全活動支援事業の支援内容） 

 夢の実現に向け、集落内の環境整備を実施 

駐車場整備 生木地蔵周辺の環境
整備 

水路周辺の整備 

夢の実現に向けた活動 

各男性メンバーの能力（重機取扱、測量、石垣づくり）が発揮される 

メンバー内で能力の認め合いがより強まった 
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  視察研修 

 
  実施日：平成24年９月２日 
  視察先：大潮の里を守る会（周南） 
       渋川をよくする会（周南） 
       棚田清流の会（周南） 
  参加者：Ｓ会の男性、女性全員 

【参加者の反応】 
・取り組まれている内容がすごい。自分 
 達も何かしたい（女性） 
・人が集まる場所に展示をすることは良 
 い（代表） 

Ｋ公民館内で展
示が始まる 

夢の実現に向けた活動 

H24年度やまぐち棚田保全協議会の受け入れ 

◎（H24年11月８日） 
  県全体の協議会をＫ集落で開催 
 参集者：協議会委員 
      山口大学農学部 深田教授(学生も４人参加） 
      山口県消費者団体連合会 名和田副会長 
      山口新聞本部 宮本副本部長 等計７人 
      Ｓ会（男性９人 女性８人） 

委員の皆さんから取組内容に対し高い評価と前向きなアドバイスあり。 
 →山口大学学生から「学生よりも皆さんの目のほうが輝いている」と感想あり。 
 →その後、山口新聞宮本副本部長がコラムでＫ集落を紹介。 
   また、参加した学生がＫの法人化の取組を卒業論文のテーマに取り上げ、 
   学生がＳ会の聴き取り調査を実施。 

Ｓ会の男性、女性は自分達が５月から取組んだ内容の成果を確
信し、自信へと繋がった 

夢の実現に向けた活動 
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○きらら物産フェアでＰＲ 

◎きらら物産フェア棚田保全ブースでＫ集落を紹介（H24年10月13日・14日） 
  パネルでＫ集落を紹介 
  ブース来訪者（アンケート回答者）にＫで生産した米を配布 
 

宇部在住者から米を購入したい旨連絡が代表に入る 

電話でＫ集落までの行き方を説明し
たが、集落入り口にサインがないた
め、わかりにくいことに気づかれる。 
 
 集落入り口に看板を設置すること
を決断され、設置 

夢の実現に向けた活動 

活動のポイント及び成果 

○リーダーと補佐役の確保（役員） 
○役員との事前協議 → 全体協議 
○意見交換により参加者全員の不安を払しょく 
○女性全員が参加（代表の強い思い） 
○やりたいこと全て出し合う 
○できることはすぐに実施 
○全員の意識が確実に変化 
○公民館に活動実績を随時展示 
○組合員外からも協力を得ていった 
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農事組合法人Ｓ会（Ｋ集落）を今後支援していくにあたり
必要と思われる視点（案） 

Ｋ集落 

◎多彩な資源と人 
◎外部の刺激を前向 
 きに捉える人が多い 

集落を牽引する
（農）Ｓ会 

集落の来訪者 等 

外部 

山口市地域おこし協力
隊（H25年からＫ集落
を支援対象の一つとし
て検討予定） 

阿東スローツーリズム
協議会（農家民泊の拡
大の動き） 

長門峡道の駅 
（新たな動きが芽生え
つつある） 

情報発信 

刺激 

＋ 

情報発信＋刺激から「交流・協働」を
生みだし、集落全体を活性化する視点 


